
JP 2005-200703 A5 2007.3.1

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 3月 1日 (2007.3.1)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-200703(P2005-200703A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 7月 28日 (2005.7.28)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-029
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-8205(P2004-8205)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ    9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)   9/00     (2006.01)
                        Ｃ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ ＣＣ ２ ２ Ｃ    1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)   1/05     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｃ ２ ２ Ｃ    9/00          
   Ｃ ２ ２ Ｃ    1/05          Ｅ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 12日 (2007.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】
Bi1～ 30質 量 ％ 及 び 平 均 粒 径 が 10～ 50μ mの 硬 質 物 粒 子 0.1～ 10質 量 ％ を 含 有 し 、 残 部 が Cu
及 び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な る 組 成 を 有 し 、 前 記 と 接 し て い る 硬 質 物 粒 子 に 関 し て 、 該

全 周 に 対 す る の 接 触 長 さ 割 合 が ５ ０ ％ 以 下 で あ る 硬 質 物 粒 子 の 存 在 割 合 が
硬 質 物 粒 子 個 数 の 全 体 に 対 し て ７ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る Pbフ リ ー 銅 基 焼 結 合 金
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ４ 】
Bi1～ 30質 量 ％ と 、 平 均 粒 径 が 10～ 50μ mの 硬 質 物 粒 子 0.1～ 10質 量 ％ と 、 Sn1～ 15質 量 ％ 、
Ni0.1～ 5質 量 ％ 、 及 び 0.5質 量 ％ 以 下 の Pか ら な る 群 の 少 な く と も 1種 と を 含 有 し 、 残 部 が C
u及 び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な る 組 成 を 有 し 、 前 記 と 接 し て い る に 関 し て 、
該 全 周 に 対 す る の 接 触 長 さ 割 合 が ５ ０ ％ 以 下 で あ る 硬 質 物 粒 子 の 存 在 割 合
が 硬 質 物 粒 子 個 数 の 全 体 に 対 し て ７ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る Pbフ リ ー 銅 基 焼 結 合
金 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 ５ （ 特 開 2001－ 220630号 公 報 ） は 、 Cu-Bi(Pb)系 焼 結 合 金 に お い て 、 耐 摩 耗 性 向
上 の た め に 添 加 さ れ た 金 属 間 化 合 物 が Bi又 は Pb相 の 周 り に 存 在 す る 組 織 と す る こ と に よ り
、 摺 動 巾 に 金 属 間 化 合 物 が 銅 合 金 表 面 か ら 突 出 し 、 Bi、 Pb相 及 び Cuマ ト リ ッ ク ス は 凹 ん で
オ イ ル 溜 ま り と な り 、 耐 焼 付 性 及 び 耐 疲 労 性 に 優 れ た 摺 動 材 料 が 得 ら れ る こ と が 開 示 さ れ
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て い る 。 焼 結 条 件 の 例 と し て は 、 800～ 920℃ で 約 15分 が 挙 げ ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ８ － １ ９ ９ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 公 平 ７ － ９ ０ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ０ ８ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 許 第 ３ ４ ２ １ ７ ２ ４ 号
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ０ ６ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ９ ０ ２ 号 公 報
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
上 述 し た よ う に 、 従 来 の Cu-Bi系 合 金 は な じ み 性 、 耐 疲 労 性 及 び 耐 食 性 を 高 い レ ベ ル で 両
立 さ せ る こ と が で き な か っ た の で 、 本 発 明 の 第 一 は 、 Bi1～ 30質 量 ％ 及 び 平 均 粒 径 が 10～ 5
0μ mの 硬 質 物 粒 子 0.1～ 10質 量 ％ を 含 有 し 、 残 部 が Cu及 び 不 可 避 的 不 純 物 か ら な る 組 成 を
有 し 、 前 記 硬 質 物 粒 子 よ り 平 均 粒 径 が 小 さ い Bi相 が Cuマ ト リ ッ ク ス 中 に 分 散 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る Pbフ リ ー 銅 基 焼 結 合 金 を 提 供 し 、 本 発 明 の 第 二 は 、 Bi1～ 30質 量 ％ 及 び 平
均 粒 径 が 10～ 50μ mの 硬 質 物 粒 子 0.1～ 10質 量 ％ を 含 有 し 、 残 部 が Cu及 び 不 可 避 的 不 純 物 か
ら な る 組 成 を 有 し 、 前 記 と 接 し て い る に 関 し て 、 該 全 周 に 対 す
る の 接 触 長 さ 割 合 が ５ ０ ％ 以 下 で あ る 硬 質 物 粒 子 の 存 在 割 合 が 硬 質 物 粒 子 個 数 の 全 体
に 対 し て ７ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る Pbフ リ ー 銅 基 焼 結 合 金 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 第 二 に お い て は 、 と 接 し て い る に 関 し て 、 該 硬 質 物 粒 子 の
全 周 に 対 す る Ｂ ｉ 相 の 接 触 長 さ 割 合 が ５ ０ ％ 以 下 で あ る 硬 質 物 粒 子 の 存 在 割 合 が 硬 質 物 粒
子 個 数 の 全 体 に 対 し て ７ ０ ％ 以 上 で あ る と 規 定 し て い る 。 こ こ で 、 「 硬 質 物 粒 子 の 全 周 に
対 す る Ｂ ｉ 相 の 接 触 長 さ 割 合 」 を 「 硬 質 物 接 触 比 率 」 と い う こ と に す る 。 硬 質 物 接 触 比 率
が １ ０ ０ ％ で あ る と 、 特 定 の １ 個 の Ｂ ｉ 相 と 接 し て い る １ 又 は ２ 以 上 の 硬 質 物 粒 子 の そ れ
ぞ れ が 、 全 周 で Ｂ ｉ 相 と 接 し て い る こ と で あ り 、 こ れ は 、 と り も な お さ ず 、 硬 質 物 粒 子 が
Ｂ ｉ 相 中 に 埋 め 込 ま れ て い る 状 態 で あ る 。 一 方 硬 質 物 接 触 比 率 が １ ０ ０ ％ 未 満 で あ り 、 ０
で な い と す る と 、 硬 質 物 粒 子 は Ｂ ｉ 相 外 に は み 出 し た 部 分 を 必 ず 有 し て お り 、 こ の 部 分 は
銅 合 金 と 接 し て い る こ と に な る 。 本 発 明 に お い て 、 硬 質 物 接 触 比 率 を ５ ０ ％ 以 下 と し た の
は 、 硬 質 物 粒 子 と Ｂ ｉ 相 と の 接 触 を で き る だ け 少 な く す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 特 性 を
十 分 に 発 揮 さ せ る た め で あ る 。 次 に 、 ５ ０ ％ 以 下 の 硬 質 物 接 触 比 率 の 硬 質 粒 子 が 硬 質 物 全
体 に 対 し て 存 在 す る 個 数 割 合 を 『 硬 質 物 存 在 率 』 と い う こ と に す る 。 硬 質 物 存 在 率 が １ ０
０ ％ で あ る と 、 す べ て の 硬 質 物 接 触 比 率 が ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 一 方 、 硬 質 物 存 在 比 率 が ０
％ で あ る と 、 す べ て の 硬 質 物 粒 子 に 関 し て 硬 質 物 接 触 比 率 が ５ ０ ％ を 超 え る こ と に な る 。
　 本 発 明 に お い て は 硬 質 物 存 在 比 率 を ７ ０ ％ 以 上 に 限 定 し た の は 、 接 触 が 少 な い Ｂ ｉ 相
と 硬 質 粒 子 を 相 対 的 に 多 く す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 特 性 を 十 分 に 発 揮 さ せ る た め で あ
る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 焼 結 過 程 を も た ら す た め に は 、 Cu-Biプ レ ア ロ イ ア ト マ イ ズ 粉 末 あ る い は
　 Cu（ 合 金 ） ア ト マ イ ズ 粉 末 Cu-Bi合 金 粉 末 を 焼 結 温 度 で の 保 持 時
　 間 が ２ 分 以 下 の 短 時 間 焼 結 を 行 な う こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 短 時 間 焼 結 は 特 許 文
　 献 ６ （ 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ９ ０ ２ 号 公 報 ） で 本 出 願 人 が 提 案 し た 高 周 波 焼 結 に よ り 行
　 な う こ と が で き る 。
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